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陽性対象 Effipulp® 0.0１%

表示名称 ：加水分解アボカドタンパク（アボカドエキス）

商品名 ： Effipulp® （ エフィパルプ ）

有効成分 ：加水分解アボカドタンパク （ アボカドエキス ）

防腐剤 ： なし

組成 ： マルトデキストリン

剤形 ： 紛末

推奨濃度 ： 0.1－ 0.6 %

推奨配合条件 ： 35 - 40 ℃

デ
ト
ッ
ク
ス

EFFIPULP®

●表皮と真皮のヒアルロン酸を高め、保湿力を向上

ハ
リ
ケ
ア

抗
酸
化

●次世代の抗酸化アプローチに着目
～チオレドキシン亢進によるレドックス
＆プロテアソーム活性によるデトックス～

◎ヒアルロン酸の誘導 ◎プロテアソームの機能回復

保
湿

*

+43%

-32%

プ
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)

◎TRXの亢進 ◎クリニカル ～頬のふっくら感向上～

+1.9%

* p<0.05

+6.1%

表
皮
の
面
積

Placebo

Effipulp® 0.6%

+220%

* p<0.001

試験前

56日後

*

試験前 ５６日後 試験前 ５６日後

※老廃物（酸化たんぱく、過酸化脂質）の蓄積抑制をも確認

右）0.6％ Effipulp® 配合クリームによるチークの厚み（対象49名：平均49歳）

Placebo
Effipulp®

0.6%

※NMF、トランスグルタミナーゼ、セラミドの誘導をも確認

●厳選されたアボカドから生まれた
高精製＆低分子ペプチド（COSMOS準拠）

●老化により減少する肌の厚みを回復し、
ハリのある若々しい肌に

0.00

0.50

1.00

1.50

2,00

2.50

3.00

***

Control Effipulp® 0.01%

R
T

-P
C

R
に
よ
る

T
R

X
の
発
現 +177%

*

老化肌
(50代）

若い肌
(20代）

-8.1%

%

(※) Neerken, S. et al, Journal of Biomedical Optics, 2004

チオレドキシン

Effipulp® 0.6%を塗布したヒト皮膚切片の72時間後の変化

左）角層以外の表皮部位の厚みの加齢による変化（※）

mm3
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許可なく転載・複製を禁じます。技術者向け資料となりますので、販売目的にはご使用いただけません。（改訂：2017年1月）


